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騒音作業における連絡合図の改善
（聴覚的・視覚的合図）
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１．工事の概要

施工数量 ： 断面修復工 2,781m2 （今年度）

断面修復工 3,840m2 （昨年度）

当該橋梁は、建設から約40年が経過して
おり、中性化などによるコンクリートの剥
落が発生している。

そこで、断面修復工法による構造物の性
能回復を目的とする。
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２．工事概要《全体》

１. はつり状況 ２. はつり完了

３. ブラスト状況 ４.ブラスト完了
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５. 鉄筋防錆状況

２．工事概要《全体》

６. 型枠組立て状況

７. 断面修復吹付け状況 ８.  断面修復完了



３．従来の問題点
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① 断面修復作業のブラスト作業（鉄筋
ケレン）において、ブラスト作業音が大き
い為、プラントマンがブラストマンからの
合図が、聞き取り難い。

② ブザー音の合図だけでは、前もって
決めていたルールと食い違いが発生す
る。

（開始、止め、終了をブザーの回数で判別）



４．動機・狙い
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合図ミスにより、ブラスト作業を止めた
い時に、止められないといった安全性
にも係わるヒューマンエラーを防止す
る必要があった。
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５．改善提案

① 従来：警報器(ブザー） → 音のみの合図

②合図のパターン化 ⇒ 必要ルールを織り込み
ブザー＋ライトを効果的に伝達できるようパターン
化した。

③連絡システム改善

漏電が心配な環境 ⇒ 場内配線を底上げ木箱
へ収納 ⇒ 信頼性・安全性の向上を図る。

改善：回路にランプを追加⇒視覚的に確認



現場状況図
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６．改善提案 フロー図

足場内
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７．改善効果

① 合図ブザー及びランプ点灯を確認することで、

視認性が向上し、確実に合図を伝達できる。

②合図の聞き逃しによる作業中断が無くなり、作

業の効率化、時間短縮に繋がった。

※ 騒音のある場所での連絡合図の方法と

して、聴覚的と視覚的に捉えて確認するこ
とで、ヒューマンエラーが減少できるものと
期待します。
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